
JP 4314302 B2 2009.8.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示する情報像を規定するマスクの後ろに装着される切換え可能なエレクトロルミネッ
センス（ＥＬ）材料のバックライトを有するタイプのエレクトロルミネッセンス表示装置
であって、
　前記マスクは、液晶を適切な位置に保持するポリマーマトリックス内に分散または安定
化された液晶材料の層であって、表示する情報像を規定するために偏光子なしで光を透過
する状態と光を吸収する状態とに切換え可能な液晶材料の層(13)として構成され、
　前記マスクおよび前記ＥＬバックライトは、単一物として構成され、ＥＬ材料の層(16)
は、液晶材料の層(13)の上に直接且つ後ろに装着される層として形成されていることを特
徴とするエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２】
　背面電極層(20)が、保護膜で覆われている請求項１に記載のエレクトロルミネッセンス
表示装置。
【請求項３】
　前記表示装置は、少なくとも１対の電極(12,20)を含み、各対の電極(12,20)は、使用時
、ＥＬ材料の層(16)と液晶材料の層(13)との両方に電場を生成するように配置されている
請求項１に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項４】
　表示する情報像を規定するマスクの後ろに装着される切換え可能なエレクトロルミネッ



(2) JP 4314302 B2 2009.8.12

10

20

30

40

50

センス（ＥＬ）材料のバックライトを有するタイプのエレクトロルミネッセンス表示装置
であって、
　前記マスクは、液晶を適切な位置に保持するポリマーマトリックス内に分散または安定
化された液晶材料の層であって、表示する情報像を規定するために偏光子なしで光を透過
する状態と光を吸収する状態とに切換え可能な液晶材料の層(13)として構成され、
　少なくとも１対の電極(12,20)を含み、各対の電極(12,20)は、前記マスクおよび前記Ｅ
Ｌバックライトが単一物として構成されるように、使用時、ＥＬ材料の層(16)と液晶材料
の層(13)との両方に電場を生成するように配置されていることを特徴とするエレクトロル
ミネッセンス表示装置。
【請求項５】
　前記マスクおよび前記ＥＬバックライトを形成する単一物は、液晶材料の層(13)とＥＬ
材料の層(16)との間に設けられる絶縁性層間層(10)を含む請求項４に記載のエレクトロル
ミネッセンス表示装置。
【請求項６】
　前記層間層(10)は、実質的に光学的に透明である請求項５に記載のエレクトロルミネッ
センス表示装置。
【請求項７】
　前記層間層(10)は、電気絶縁性である請求項５または６に記載のエレクトロルミネッセ
ンス表示装置。
【請求項８】
　前記絶縁性層間層が、５０マイクロメートル以下の厚さを有する請求項５～７のいずれ
か１項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項９】
　前記絶縁性層間層が、２５マイクロメートル以下の厚さを有する請求項５～７のいずれ
か１項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１対の電極の背面電極層(20)が、保護膜で覆われている請求項４～９の
いずれか１項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１１】
　前記液晶材料からなるマスクは、偏光子を必要とすることなく、必要に応じて前記バッ
クライトによって出力された光を透過または遮断するように切り換えることができるＬＣ
材料を含む請求項１～１０のいずれか１項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１２】
　前記マスクは、カイラルネマチックＬＣ材料を含む請求項１～１１のいずれか１項に記
載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１３】
　使用時、前記マスクが切り換わると反射率が変わる請求項１～１２のいずれか１項に記
載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１４】
　エレクトロルミネッセンス材料の層が、厚膜状のエレクトロルミネッセンス材料からな
る請求項１～１３のいずれか１項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１５】
　液晶材料の層(13)が透明導電基板上に形成され、前記基板に隣接しない前記液晶層(13)
の裏面の上にエレクトロルミネッセンス材料の層(16)が形成されている請求項１～１４の
いずれか1項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１６】
　背面導電電極(20)をさらに含む請求項１５に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置
。
【請求項１７】
　前記背面電極と前記エレクトロルミネッセンス材料との間に反射層(19)が設けられてい
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る請求項１６に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１８】
　前記背面電極(20)は、選択してオンまたはオフを切り換えることができる液晶層(13)と
エレクトロルミネッセンス層(16)の両方の複数の領域を規定するようにパターン化されて
いる、請求項１６または１７のいずれかに記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１９】
　前記複数の領域が、前面電極としての透明導電電極(12)のひとつの領域を共有する請求
項１８に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２０】
　前記透明電極(12)が、選択してオンまたはオフを切り換えることができる液晶層(13)と
エレクトロルミネッセンス層(16)の両方の複数の領域を規定するようにパターン化されて
いる、請求項１８に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２１】
　前記液晶材料の層が、５から１０マイクロメートルの厚さを有し、前記エレクトロルミ
ネッセンス材料の層が、２０から４０マイクロメートルの厚さを有する請求項１～２０の
いずれか１項に記載のエレクトロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に、エレクトロルミネッセンス表示装置に関し、より詳
しくは、エレクトロルミネッセンス／液晶ハイブリッド表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エレクトロルミネッセンス材料という材料が存在する。すなわち、その材料に電界が発
生すると発光し、光るという材料である。最初に知られたエレクトロルミネッセンス材料
は、硫化亜鉛などの無機微粒子物質であったが、最近発見されたエレクトロルミネッセン
ス材料は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）として知られている多くの小分子有機発光体
および発光ポリマー（ＬＥＰ）として知られている数種のプラスチック（合成有機ポリマ
ー物質）などである。無機微粒子は、ドープされカプセル化された形態で依然として用い
られており、特に、バインダーと混合され、比較的厚い層として基板表面に適用されると
きに用いられている。ＬＥＰは、バインダーマトリックス中の微粒子材料として、または
、より好ましくは単独で比較的薄い連続膜としてのいずれでも用いることができる。
【０００３】
　このエレクトロルミネッセンス効果は、表示装置の構築において使われてきた。表示装
置の中には、一般に、この場合、蛍光体と呼ばれているエレクトロルミネッセンス（ＥＬ
）材料を大領域に備えた、表示装置に表示されるあらゆる文字を規定するマスクを通して
見ることができるバックライトを形成するタイプのものもあれば、ＥＬ材料が個々の小領
域に用いられているタイプもある。これらのタイプのいずれの表示装置も多くの応用があ
り、たとえば、単純なデジタル時間および日付表示装置（腕時計または置き時計に用いら
れる）、携帯電話表示装置、家電機器（食器洗浄機または洗濯機）の制御パネル、携帯用
リモコン（テレビ、ビデオまたはＤＶＤプレイヤー、デジボックス、ステレオまたはミュ
ージックセンターもしくは類似の娯楽装置用）などである。
【０００４】
　上記のように、エレクトロルミネッセンス効果は、表示装置を規定するマスクを通して
輝くことができるバックライトを生成するために用いることができる。このようなバック
ライトは、前面（見る側）から背面の順に、通常、以下のものからなる。
【０００５】
　基板として知られ、通常、ガラスまたはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）または
ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）などのプラスチックからなる比較的厚い電気絶縁性
透明前面保護膜；
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　基板の裏面の全面にわたる、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）などの材料からなり、バッ
クライトの一方の電極（前面電極）を形成する比較的薄い透明導電膜；
　前面電極の裏面を覆った、エレクトロルミネッセンス蛍光材料（通常、バインダーマト
リックス内の微粒子蛍光体）の比較的薄い層；
　蛍光層の裏面にわたる、約５０という比較的高い誘電率（比誘電率）を有する材料（通
常セラミック）の比較的薄い電気絶縁層（この層は、たとえば、本発明のような応用では
、光反射が顕著であるのが非常に望ましいが、応用によっては、低反射率が好ましい場合
もある。）；
　電気絶縁層の裏面の全面を覆う、通常、不透明（かつ典型的には炭素または銀）の、バ
ックライトの他方の電極（バック電極）を形成する連続導電膜。
【０００６】
　さらに、かなり繊細なバック電極層は、通常、たとえば、表示装置の後ろに搭載され得
る電気回路のようないかなる装置構成要素との接触によっても損傷しないように、保護膜
（ある応用では、通常、もう１層の同様のセラミック層であったり、また、別の応用では
、本発明のように、柔軟なポリマー材料であることが好ましい場合もある）で覆われる。
【０００７】
　当業者に知られている種々の技術がこのような装置を構築するために用いられ得る。し
かし、多様な層のそれぞれは、層の構成要素の形状、サイズおよび位置を規定するマスク
を介して所定の位置にスクリーン印刷されるのが好ましい（但し、ＩＴＯ前面電極を除く
。この電極は通常、基板にスパッタリングされる）。スクリーン印刷は、適切なペースト
を用い、次にこれを乾燥し、通常、適宜、熱または紫外光により凝固または硬化させてか
ら、次の一層または複数の層を適用する。そして、エレクトロルミネッセンス表示装置に
おいては、「比較的厚い」および「比較的薄い」という表現は、それぞれ、「比較的厚い
」が３０から３００マイクロメートルの範囲の厚さを意味し、通常、約１００マイクロメ
ートル近傍、また、「比較的薄い」が５０マイクロメートル、最も普通の場合、２５マイ
クロメートル以下である。
【０００８】
　表示装置において、このようなバックライトは、一般的に、マスクの後方に配置されて
いる。典型的には、このようなマスクは、不変の、すなわち、固定され、予め規定された
透過領域および遮断領域を含んでいる。このような表示装置の切換えは、バックライトま
たはその一部をオンまたはオフすることによって制御される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題及び課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、第１の態様においては、表示する情報を規定するマスクの後ろに装着される
切換え可能なエレクトロルミネッセンス（ＥＬ）材料のバックライトを有するタイプのエ
レクトロルミネッセンス表示装置であって、
　マスクは、表示する情報を規定するために切換え可能な物理的に安定した液晶（ＬＣ）
材料の層として構成され、
　ＬＣマスクおよびＥＬバックライトは、単一物として構成され、ＥＬバックライトは、
ＬＣ材料の層の上に直接／後ろに装着される層として形成されるエレクトロルミネッセン
ス表示装置。
【００１０】
　本発明は、本質的には、マスクおよび個々の小さな点灯領域という２つのアプローチを
組み合わせ、以下にさらに詳細に説明するように、本発明は、マスクを規定するために用
いられることができ、選択可能な領域を透明と不透明との間で任意に切り換えることがで
きる、特定の物性を有する液晶（ＬＣ）と、ほとんどのバックライトとは違い、ＬＣマス
クの、その時透明である領域の下でのみ起動（発光）するＥＬバックライトとの組み合わ
せである表示装置を提案する。
【００１１】
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　ＬＣ材料とＥＬ材料との組み合わせである、このような表示装置は、便宜上ここでは「
ハイブリッド」表示装置と呼ぶ。より詳しくは、これは、１つの基板を用いて、まず、表
示する情報を規定するマスクを形成するように切換え可能な物理的に安定したＬＣ材料の
層と、次に、ＬＣ層上に直接形成され、それを通して見ることができる、表示装置のため
のバックライトとして作用するように切換え可能なＥＬ材料層とを備えたものとして定義
され得る。
【００１２】
　本発明が提案しているのは、マスク自体が、個々の領域において、オン／透明（従って
、バックライトはそれを通して光っている）と、オフ／不透明（従って、バックライトの
光はそれにより遮断されている）との間で切換え可能（switchable）であることである。
さらに、本発明は、この切換え可能マスクが、上記のように透明または不透明になること
ができるＬＣＤ（液晶表示装置）であることを提案する。さらに、ＬＣＤマスクとＥＬバ
ックライトが、ハイブリッドとして、すなわち、両構成要素からなり、１つの基板上で一
方が他方の後ろで支えられている単一物として作成され、ＥＬバックライトは、ＬＣ材料
の層の上に直接／後ろに装着されるエレクトロルミネッセンス材料層として形成されるこ
とが提案されている。このことから、ＬＣ材料は通常の「液」という用語において、この
名称が暗示する形態である移動的というより、むしろ物理的に安定した形態を有するとい
うことが重要であると理解される。
【００１３】
　本発明の第２の態様においては、表示する情報を規定するマスクの後ろに装着される切
換え可能なエレクトロルミネッセンス（ＥＬ）材料のバックライトを有するタイプのエレ
クトロルミネッセンス表示装置であって、
　マスクは、表示する情報を規定するために切換え可能な物理的に安定した液晶（ＬＣ）
材料の層として構成され、
　ＬＣマスクおよびＥＬバックライトは、単一物として構成されるエレクトロルミネッセ
ンス表示装置が提供される。
【００１４】
　ＬＣマスクは、ＬＣ材料の層の上に直接／後ろに装着された層として作成することがで
きるが、ＬＣマスクとＥＬバックライトとの間に典型的には絶縁ポリマーを含む絶縁性層
間層を設けてもよい。
【００１５】
　層間層は、少なくともＥＬ材料によって発せられる光の波長に対し実質的に光学的に透
明であることが好ましく、電気絶縁性を有することが好ましい。この「連結」層は、必要
に応じて、表示装置のこの２つの部分の間の接着力を増加させる働きがある。この層のさ
らなる利点は、その厚みを制御することによってＬＣおよびＥＬ材料に印加する電圧を調
整し、これによって表示装置の全体的な性能を最適化することができることである。ＥＬ
、ＬＣ層と層間層材料の相対的な厚みと、それらの相対的な誘電率によって、各層間の電
圧の降下の程度を制御することができる。
【００１６】
　次に説明する随意の要件も、特段に断りがない限り、本発明の第１または第２の態様に
うまく適用され得る。いずれの態様の場合においても、ＥＬおよびＬＣ材料は、一緒に形
成および駆動することができ、したがって、本発明の表示装置は、製造および操作が簡便
である。
【００１７】
　さらに、光透過性のＬＣ材料部分の後ろにあるＥＬ材料領域しか点灯する必要がない。
これによって、典型的に、いかなる時にも点灯に必要なＥＬ材料の量を減らすことができ
るので、表示装置のエネルギー消費が減少する。
【００１８】
　上記で従来のＥＬバックライトの構造を説明するために用いたのと同じ用語を用いて、
本発明のハイブリッド表示装置の構造の、少なくとも、好ましい態様を、前面から背面の
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順に同様に説明する。
【００１９】
　比較的厚い電気絶縁性透明前面保護層（基板）；
　基板の裏面の少なくとも一部にわたる（領域規定パターンでもよい）、表示装置の一方
の電極（前面電極）を形成する比較的薄い透明導電膜；
　前面電極の裏面の少なくとも一部を覆う、表示情報を規定するマスクを形成するために
切換え可能（透明と不透明間）な、物理的に安定した液晶材料の比較的薄い層；
　任意の、液晶層上に直接形成され、液晶層の裏面を少なくとも一部覆う、構成物の２つ
の「アクティブ」部分間の界面となる、光学的に透明で電気絶縁性の比較的薄い層；
　絶縁層上に直接形成され、絶縁層の裏面の少なくとも一部を覆うか、または絶縁層が存
在しない場合には、液晶層上に直接形成され、液晶層の裏面を覆う、エレクトロルミネッ
センス／蛍光体材料の比較的薄い層；
　蛍光体層の裏面にわたる、比較的高誘電率材料の比較的薄い光反射性電気絶縁層；およ
び
　反射性電気絶縁層の裏面の少なくとも一部にわたり配置された、表示装置の他方の電極
を形成する導電膜（領域規定パターンでもよい）；
　前面及び背面電極は協働して、オンまたはオフに切り換えるために選択し得る液晶層お
よびエレクトロルミネッセンス層の両層の領域を規定する。
【００２０】
　さらに、バック電極層は、保護膜で覆われていてもよい。
【００２１】
　本発明のハイブリッド表示装置は、いかなる目的に用いられるものであってもよく、目
的のいくつかは、上記に例示したようなものである。
【００２２】
　ＬＣ材料マスク上に直接装着するということを除けば、表示装置のエレクトロルミネッ
センス(ＥＬ)バックライトは、いかなる適切な方法、適切な材料ででも製造することがで
きる。これについては、当該技術分野で公知であり、上に一般的に述べたので、ここでは
説明を省略する。しかしながら、以下の最も好ましい実施形態における次の説明は有益で
あろう。
【００２３】
　ＥＬ材料として用いられる微粒子蛍光体は、微粒子状のＬＥＰであり得るが、無機材料
であるのが最も好ましい。典型的な無機微粒子蛍光体は、特にカプセル状の粒子（カプセ
ル状であると、安定性および寿命が実質的に増加する）の形態の硫化亜鉛である。
【００２４】
　このタイプの特に便利な硫化亜鉛材料は、デュポン社によって製造された“ラックスプ
リント”系の蛍光体、またはエレクトラポリマー＆ケミカルズ（Ｅｌｅｃｔｒａ　Ｐｏｌ
ｙｍｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｌｔｄ．）によって製造された“エレクトラ
ラックス”（Ｅｌｅｃｔｒａｌｕｘ）系の製品である。典型的には、デュポンの８１５４
Ｂ（“ハイブライトグリーン”）またはエレクトラの“エレクトララックスＥＬＸ－１０
”などの蛍光体ペーストをＩＴＯ被覆のＰＥＴ基板に塗布し、乾燥させて、厚さが約２５
マイクロメートルの層を得る。
【００２５】
　当該技術分野と同様に、この蛍光体層を絶縁層（これば、本発明では、光反射性セラミ
ック材料で形成されるのが望ましい）で覆うか、または続いて重ねて印刷する。このよう
な材料は多くの商業的な販売納入業者から入手することができ、熱または紫外線硬化のい
ずれかを行ってもよい。用いることができる典型的な材料は、デュポン“ラックスプリン
ト８１５３”（熱硬化性誘電ペースト）、デュポン“ラックスプリント５０１８”（紫外
線硬化性ペースト）、エレクトラ“エレクトララックスＥＬＸ８０”（熱硬化性ペースト
）が含まれ、厚さが約１０から１５マイクロメートルの層として塗布される。
【００２６】
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　それから、デュポン“ラックスプリント９１４５”（熱硬化性銀着色ペースト）、“ノ
ーコート”（Ｎｏｒｃｏｔｅ）ＥＬＧ１１０（紫外線硬化性銀ペースト）、“エレクトラ
ラックスＥＬＸ３０”（熱硬化性銀ペースト）などの導電インクまたはペーストを堆積さ
せることによって、必要に応じて、約２０マイクロメートルの比較的薄い層として、バッ
ク電極をこの絶縁層の上に形成する。
【００２７】
　最後に、セラミックの薄膜（１５マイクロメートル）絶縁層で表示装置の裏面を保護し
てもよい。この層を製造するのに用いられ得る材料は、上記のような“デュポン５０１８
”、“コーツ（Ｃｏａｔｅｓ）ＵＶ６００Ｇ　ＵＶキュラブルカバーレイ（Ｃｕｒａｂｌ
ｅ　Ｃｏｖｅｒｌａｙ）”またはエレクトラの“エレクトララックスＥＬＸ４０”を含む
。
【００２８】
　本発明の「ハイブリッド」表示装置において、情報規定マスクは、必要に応じて、バッ
クライトによって出力された光を透過または遮断するように切り換えることができる、物
理的に安定した液晶（ＬＣ）の層として構成される。ＬＣ材料として、ツイストネマチッ
ク、コステリック、またはカイラルネマチックなどのこのような材料の主なタイプのいず
れでも構わないが、一般的に、吸収、反射および／または散乱プロセスによって、完全に
透過的な場「オン」状態と、光学的に非透過性の基本場「オフ」状態との間の、偏光子の
ない高コントラストの電気光学シャッター動作を可能にする液晶を主体とする材料が必要
である。カイラルネマチック材料が特に適切であると思われる。これらは、今説明したよ
うな、本発明の目的に非常によく合致した特別の特性を有している。このように、液晶技
術において比較的最近の発展により、光学シャッタとして作用することができる材料（商
品名ＮＣＡＰとしてレイケム（Ｒａｙｃｈｅｍ）により製造されたようなネマチック曲線
配向相（Ｎｅｍａｔｉｃ　Ｃｕｒｖｉｌｉｎｅｒ　Ａｌｉｇｎｅｄ　Ｐｈａｓｅ）液晶ま
たは染色カイラル・ネマチック（Ｄｙｅｄ　Ｃｈｉｒａｌ　Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶）が製
造されている。これらは、ある状態において、入射光を吸収し、別の状態では透過する。
【００２９】
　このような材料を用いて、エレクトロルミネッセンス表示装置の前に液晶シャッタを組
み合わせることによって、アクティブ時に光を発するだけでなく、アクティブ時に反射率
をも変化させるハイブリッド表示装置になる。このタイプのハイブリッド表示装置は、真
っ暗から完全な太陽光（典型的には周囲の光条件が最高であると考えられる）までの非常
に大きな範囲の光条件において良好な可視性を有することができる。
【００３０】
　カイラルネマチック材料に関して別の重要な利点がある。電場が存在しないとき光を吸
収し、電場が存在するとき光を透過する液晶材料を選択することによって、液晶材料を駆
動するのに用いるのと同じ電場を用いて、エレクトロルミネッセンス材料を駆動すること
ができる。電場が存在しない場合、液晶材料は、入射周囲光を吸収し、エレクトロルミネ
ッセンスはいかなる光も生成しないので、表示要素は暗く見える。電場が印加されると、
液晶は、入射周囲光を透過し、それから、光は、その後ろにあるエレクトロルミネッセン
ス層で反射して、エレクトロルミネッセンス層によって光が生成され、表示装置は明るく
見える。
【００３１】
　したがって、ＬＣおよびＥＬ材料は、１対の共通電極によって制御することができる。
これは、その簡易性から特に便利である。
【００３２】
　液晶シャッタ材料は、１－１０ｋＶ／ｍｍ程度のＡＣ電場を印加すると状態が変化（吸
収から透過へ）する。エレクトロルミネッセンス材料の厚膜は、同様の電場の印加で光を
発する。したがって、この２つの表示要素を印加された電場を有効に共有するように直列
に接続することができる。表示要素のこの直列接続は、最も簡便には、第１の液晶材料の
層を透明導電基板（ＩＴＯ被覆ＰＥＴまたはＰＥＮ）に適用し、次に、液晶の裏面にわた
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りエレクトロルミネッセンス材料の層を適用することによって行うことができる。得られ
た表示装置は、厚膜エレクトロルミネッセンス表示装置の場合と同様に可撓性を有し、非
感圧であることが望ましい。
【００３３】
　このために、本発明のハイブリッド表示装置において、情報を規定するマスクは、物理
的に安定した液晶（ＬＣ）材料（液晶材料は、これを適切な位置に保持するマトリックス
構造内に分散または安定化されているのがよい）の層として構成される。このような安定
した液晶は、通常、ポリマー分散液晶（ＰＤＬＣ）またはポリマー安定化液晶（ＰＳＬＣ
）と呼ばれている。この目的で多くのポリマー材料が入手可能である。１つの適切な材料
は、ゼラチンである。液晶材料を適切な溶媒および添加物とともにゼラチンと組み合わせ
て安定な乳濁液を生成し、それを基板（ＩＴＯ被覆）に塗布またはスクリーン印刷し、次
いで、乾燥することができる。それから、エレクトロルミネッセンス蛍光物質を乾燥した
ＰＤＬＣ層の裏面に適用してから、上記の他の層を適用する。
【００３４】
　多くのポリマー材料（メルク社のＭＸＭ０３５またはＳＡＭ１１４など）と相溶性のあ
る、その他の材料を用いて、典型的なプリントによる製造プロセスに好適な複合自己支持
性膜を作成してもよい。支持マトリックスは、液晶が連続層（ポリマー安定化液晶（ＰＳ
ＬＣ）、ケントディスプレイズ社（Ｋｅｎｔ　Ｄｉｓｐｌａｙｓ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔ
ｅｄ）であるように作成してもよいし、または液晶をポリマー分散デバイス（ポリマー分
散液晶（ＰＤＬＣ）、上記の“キシモックス(Ｘｙｍｏｘ)ＮＣＡＰ”でのように別々の液
滴にカプセル化してもよい。
【００３５】
　ＥＬ層の蛍光体はＬＣ層へ直接適用（スクリーン印刷が好ましい）し、次いで、反射層
および背面導電層をこの蛍光層の上に、ここでも好ましくはスクリーン印刷によって適用
する。反射層は、チタン酸バリウム装填インクなどの高誘電率セラミックを用いて製造す
ることができる。背面導電層は、銀または炭素装填インクであってもよい。また、１つの
銀装填インク層を用いることによって、反射層および導電層の機能を組み合わせることが
できる。
【００３６】
　大体において、本発明のハイブリッド表示装置は、基板の裏面の実質的に全面に１つの
（前面）電極を配置し、反射性電気絶縁層の裏面にわたり、液晶層とエレクトロルミネッ
センス層の両層の「オン」または「オフ」に切り換えるために選択し得る領域を規定する
パターン（背面）を配置することが最も簡便である。しかし、パターンの代わりに、前面
電極をパターン形成し、１つの「全面」背面電極を形成することも可能である。さらに、
両電極をパターン形成することもできる。これは、表示装置が、単に、どの領域を明るく
し、どの領域を暗くするかを選択することによって、表示される像のいかなる形状および
大きさをも可能にするような、多数の非常に小さな領域を任意に点灯できるマトリックス
装置である場合に必要である。
【００３７】
　本発明のハイブリッド表示装置は、表示装置のバックライトとして作用する切換え可能
なＥＬ材料層の前面のマスクとして作用する切換え可能なＬＣ材料の層を含んでいる。切
換えは、前面および背面に位置する電極に印加される電圧を制御することにより行われる
。基板の全裏面上の比較的薄い透明導電膜が、前面電極を形成し、反射性電気絶縁層の裏
面にわたり配置された導電膜の領域のパターンが背面電極を形成する。この１対の前面／
背面電極を用いて、ＬＣ材料（不透明から透明、後方）とＥＬ材料（オフ／暗からオン／
発光）の両方を切り換える。さらに、ＥＬ層が全面、「オン」または「オフ」（発光また
は暗）のいずれかである従来のＥＬバックライトとは異なり、ハイブリッド表示装置では
、ＥＬ材料は、「オン」（透明）に切り換えられたＬＣ材料領域の後ろでのみ、「オン」
に切り換わる。このＥＬ層の部分アクティブ化により、大幅な電力節約が実現される。
【００３８】
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　ＬＣ材料層とエレクトロルミネッセンス材料層、および絶縁性層間層（使用された場合
）の相対的な膜厚および誘電率により、それらの層に印加される全電場（前面電極と背面
電極との間の電圧）の程度が決まる。したがって、これらの膜厚は、種々の光条件におい
て表示コントラスト率を最適にし、電力消費を最小限にするように制御することができる
。典型的には、５から１０マイクロメートルのＰＤＬＣなどのＬＣ材料の層が、２０から
４０マイクロメートルのエレクトロルミネッセンス材料の層と組み合わせて用いられる。
【００３９】
　本発明のハイブリッド表示装置において、ＥＬ材料がＬＣ材料層（上記のように層間層
が含まれる場合がある）の背面に直接適用されるが、この組み合わせには、一対のアクテ
ィブ用電極を有する１つの基板によって実現される。この単基板表示装置構造は、他の発
光層のシャッター層との組み合わせよりも大きな利点がある。特に、同じ電子駆動回路を
用いて発光ＥＬ層とマスク規定ＬＣシャッター層を起動させることができるので、全体の
コストが、別個のバックライトを必要とする通常の透反射型ＬＣＤ表示装置より大幅に削
減される。また、上記のように、区画化されたマトリックス型表示装置にとって、光が現
れる必要がある区画部分のみを起動するのに対し、別個のバックライトを必要とする透反
射型ＬＣＤでは、典型的に、適宜、光を遮断または透過させるＬＣＤシャッターを有する
バックライトによって、始終、表示装置の全領域が点灯されている。本発明にハイブリッ
ドでは、その結果、他のこれらの表示装置に比べて、コントラストが向上し、電力消費が
減少する。
【００４０】
　本発明の２つの実施形態を添付の図面を参照し例として説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態によるハイブリッドＬＣ／ＥＬ表示装置の断面
図を示す。
【図２】図２は、本発明の第２の実施形態によるハイブリッドＬＣ／ＥＬ表示装置の断面
図を示す。
【図３】図３は、第１または第２の実施形態によるハイブリッドＬＣ／ＥＬ表示装置の平
面図を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　添付の図面の図１に示す本発明の表示装置の第１の実施形態では、前から後ろの順番に
以下の構成要素が見られる。
【００４３】
　比較的厚い電気絶縁性透明前面保護層（１１；基板）；
　基板１１の裏面にわたる、表示装置の前面電極を形成する比較的薄い透明導電膜（１２
）；
　前面電極１２の裏面を覆う、支持マトリックス（１５）内に分散されることにより物理
的に安定したＬＣ材料（１４）の比較的薄い層（１３）；
　液晶層１３上に直接形成され、液晶層１３の裏面を覆う、支持マトリックス（１８）内
に分散されたエレクトロルミネッセンス／蛍光体材料（１７）の比較的薄い層（１６）；
　蛍光体層１６の裏面にわたる、比較的高誘電率材料の比較的薄い光反射性電気絶縁層（
１９）（この層は図面において蛍光体層１６の境界のない延長部分として示されている）
；および
　反射性電気絶縁層１９の裏面にわたり配置された、表示装置の背面電極を形成する導電
膜（２０）。
【００４４】
　前面及び背面電極は協働して、オンまたはオフに切り換えるために選択し得る液晶層お
よびエレクトロルミネッセンス層の両層の領域を規定する。
【００４５】
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　さらに、バック電極層は、保護膜（図示せず）で覆われていてもよい。
【００４６】
　添付の図２に示す別の実施形態では、ＥＬ材料およびＬＣ材料は、互いに接して形成さ
れるのではなく、絶縁層間膜１０によって隔離されている。他のすべての点においては両
実施例は同じであり、共通の参照番号が用いられる。
【００４７】
　層間層１０がある場合とない場合のいずれにおいても、ＥＬ材料とＬＣ材料が、共通電
極対１２、２０を共有して、ＥＬ材料とＬＣ材料とを共通にアクティブにすることができ
る。これを用いて、添付の図３に模式的に示すような、選択的に点灯可能な表示物の表示
画面を生成することができる。これは、共通前面電極１２と基板が複数の表示物２１ａ、
２１ｂを支持している様子を示している。各表示物２１ａ、２１ｂは、添付の図１または
図２に示された構造の残りの層、すなわちＬＣ層１３、任意の層間層１０、ＥＬ層１７、
反射絶縁層１８、および背面電極２０を含む。これらの層は、使用者に表示を提供するよ
う点灯され得る選択的に点灯可能な要素を提供するよう構成されている。本実施例では、
これらは、数字５および６であるが、どんな表示物でもよい。

【図１】

【図２】

【図３】



(11) JP 4314302 B2 2009.8.12

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ティルデスリー、ウィリアム、フランク
            イギリス、アイピー２２　２エイチエス　ノーフォーク、ディース、ノース　ローファム、ハイ　
            コモン、コモン　ファーム　コテージ　２
(72)発明者  エヴァンズ、クリストファー、マイルズ
            イギリス、シービー１０　１キューアール　エセックス、サフラン　ウォールデン、グレート　チ
            ェスターフォード、アッシュ　グリーン　１４
(72)発明者  フライヤー、クリストファー、ジェイムス、ニュートン
            イギリス、シービー４　８エスディー　ケンブリッジシャー、コッテナム、ハイ　ストリート　１
            ４９

    審査官  磯野　光司

(56)参考文献  実開昭５８－１１５７８０（ＪＰ，Ｕ）
              国際公開第０２／０９３２４１（ＷＯ，Ａ１）
              特開２００４－１１１１７５（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－３３８３８５（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１８２７６９（ＪＰ，Ａ）
              特開昭４９－０８６０３４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０３８９１８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F   1/1334
              G02F   1/13357


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

